
放課後の生活時間調査
子どもたちの時間の使い方［意識と実態］

第2回

子どもたちの時間の使い方は、
この５年間［2008年→2013年］でどのように変わったのか。
・睡眠や学習などの基本的な生活時間とその変化は？
・どのようなメディアに、どれくらい接している？
・子どもたちの時間の使い方についての意識は？
・将来に対する子どもたちの期待は？
・学年によって時間の使い方はどのように異なる？
ベネッセ教育総合研究所では2013年11月に、全国の小学５年生から高校３年生までを対象にした
生活時間調査を実施しました。この調査は第１回を2008年に行っており、子どもたちの時間の使い
方や意識について５年間の変化をとらえることができます。この速報版では、調査結果のなかから
特徴的なデータを取り上げてご紹介します。

速報版
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調査概要

■調 査 テ ー マ 	� 小学生・中学生・高校生の生活時間の実態と意識に関する調査
■調　査　方　法 	 郵送法による自記式質問紙調査 
■調　査　時　期	 2013年11月11日（月）～15日（金）※第1回調査：2008年11月10日（月）〜14日（金）
■調　査　対　象	 第１回調査（2008年）：全国の小学５年生〜高校２年生　合計8,017名
　　　　　　　　　第２回調査（2013年）：全国の小学５年生～高校３年生　合計8,100名

■調 査 の 枠 組 み 	� 本調査は、時間の使い方についてアンケート形式の設問に回答してもらう部分（PARTⅠ）
と、平日24時間の生活を15分単位で記入してもらう部分（PARTⅡ）から構成されている。
このうち、PARTⅠの結果を本速報版にまとめた。

■調　査　項　目	� ふだんの生活時間／習い事／学習塾の利用／部活動（中・高校生のみ）／アルバイト（高校生
のみ）／土曜日のすごし方／１年間にすること／もっとも好きな時間／時間のすごし方／時
間の使い方の点数／家族と決めている時間のルール／将来について／日本社会について／
心や身体の疲れ／ふだん使用する電子機器／成績の自己評価／希望する進学段階など

■分析にあたって	
�①�本文中では、小学５年生を小５生、小学６年生を小６生、両者を合わせて「小学生」と表記し、中学生も同様に、中１
生、中２生、中３生を合わせて「中学生」と表記している。高校生については、第１回調査（2008年）で高校３年生を対
象に含めていなかったため、経年比較をする場合は高１生、高２生を合わせて「高校生」と表記し、単年度（2013年調
査）結果を示す場合には高１生、高２生、高３生を合わせて「高校生」と表記した。

②�郵送法による調査であるため、調査対象には、小学校、中学校、高等学校に在学していない子どもがわずかに含まれ
ている可能性があるが、合わせて小学生、中学生、高校生として分析している。

③�図表で使用している百分率（％）は、小数点第２位を四捨五入して算出している。四捨五入の結果、数値の和が100.0に
ならない場合がある。

速報版

PARTⅠ
時間の使い方［意識と実態］

PARTⅡ
子どもたちの24時間

小学生 中学生 高校生
合計

小５生 小６生 中１生 中２生 中３生 高１生 高２生 高３生
配布数（名） 3,675 3,675 3,675 3,675 3,675 3,675 3,675 3,675 29,400 

有効回収数（名）
1,245 1,162 1,130 1,049 1,103 857 763 791 

8,100 
2,407 3,282 2,411 

有効回収率（％） 32.7 29.8 21.9 27.6

※調査対象者は、全国の小学５年生～高校３年生のリストに基づいて無作為に抽出した。

［ 意 識 と 実 態 ］
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注　高校生は第１回調査（2008年）が高１～２生、今回調査（2013年）が高１～３生。

居住地域（人口規模別） ●この５年間で政令指定都市が３市増えたこともあり、「特別区・指定都市」がわずかに増加した。

性別 ●小学生、中学生、高校生のいずれも、「女子」の回答が多い。

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

25.7 32.7 24.9 14.5

28.3 30.2 25.5 14.5

23.4 31.1 26.2 17.0

27.1 32.2 24.5 14.2

19.4 30.6 29.4 16.8

23.7 33.8 26.0 13.9

2.2

1.5

2.4

1.9

3.7

2.6

特別区・指定都市 15万人以上 ５～15万人 ５万人未満
無回答・不明
（%）

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生
45.4 53.5 1.1

47.2 51.9 0.9

44.6 54.4 1.0

46.1 52.8 1.2

46.3 53.1 0.5

48.1 50.8 1.1

女子男子
無回答・不明
（%）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

通っている学校の種類 ●中学生、高校生で「私立」に通っている子どもの回答割合が、わずかに増加した。

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生

96.1 0.9

94.4 1.2

91.2 6.5 1.2

87.6 8.3 1.0

71.8 25.0 1.3

67.5 28.2 2.7
0.00.21.5

0.00.41.5

0.10.11.0

0.02.2 0.10.6

国立
私立
その他 よくわからない

公立
無回答・不明

（%）
2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

1.20.81.2

1.22.2 0.60.4

回答者の基本属性
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第１回調査と比較すると、すべての学校段階で就寝・起床の平均時刻が早くなった。朝「６時ごろ」までに起
床する割合は、小学生で4.9ポイント、中学生で6.3ポイント、高校生で2.8ポイント増えた。睡眠時間は、学
年が上がるにつれて短くなる。

▶就寝・起床の平均時刻が早くなった。睡眠時間には大きな変化は見られない。

基本的な生活時間

❶ 睡眠時間

1

小学生

中学生
高校生
（１・２年生）

就寝時刻 睡眠時間

2008年

22時12分 22時08分

23時20分 23時16分

23時57分 23時54分

2013年

起床時刻 睡眠時間

2008年

６時41分６時36分

６時41分６時35分

６時33分

2008年

８時間29分

７時間21分

６時間35分６時28分

2013年22時 23時 ０時 １時 ２時 ３時 ４時 ５時 ６時 ７時

８時間27分

７時間19分

６時間35分

図１－１　就寝・起床の平均時刻と睡眠の平均時間

注１　�就寝の平均時刻は、「10時より前」を「21時30分」、「２時よりあと」を「２時30分」、起床の平均時刻は、「６時より前」を「５時30分」、「８時より
あと」を「８時30分」のように置き換えて、就寝または起床の時刻が無回答・不明の場合を除いて算出した。睡眠の平均時間は、就寝時刻から起床
時刻までを計算した（図１－１）。

注２　「８時以降」は「８時ごろ」「８時よりあと」の％（図１－２）。　
注３　「１時以降」は「１時ごろ」～「２時よりあと」の％（図１－３）。

Q ふだん（学校がある日）の「朝、起きる時間」と「夜、寝る時間」は、だいたい何時ごろですか。

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生
（１・２年生）

6.2 1.2

７時30分ごろ

39.8

７時ごろ

36.9

６時30分ごろ

12.8
６時ごろ

８時以降６時より前

2.9 0.3
4.234.738.216.04.6 2.2

0.2

12.034.729.515.55.9 1.0
1.4

8.631.229.919.08.7 1.6

9.427.227.219.013.6 0.8
2.7

7.524.129.519.715.7 1.6
1.9

無回答・不明
（%）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

1.1

図１－２　起床時刻

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生
（１・２年生）

4.311.917.432.030.1 1.2

11時30分ごろ
10時30分ごろ 11時ごろ10時ごろ10時より前

12時30分ごろ
12時ごろ １時以降

0.52.0 0.7
4.210.115.929.935.0 2.1

8.27.114.419.124.213.19.5 1.0
3.5

6.36.416.118.022.214.110.84.2 1.9

19.114.524.917.615.84.2 0.8
0.9 2.1

1.4 2.8
17.513.025.718.114.45.2 1.9

無回答・不明
（%）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

0.51.8 0.5

図１－３　就寝時刻
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第１回調査と比較すると、すべての学年で宿題をする時間は増えている。宿題に取り組む平均時間はおよ
そ40～50分で学年による変化は小さいが、宿題を「しない」割合は高校生になると増加し、学年が上がるに
つれて宿題を長時間する生徒としない生徒との二極化が進む。

▶宿題に取り組む時間は、すべての学年で増加した。
❷ 学校の宿題をする時間

基
本
的
な
生
活
時
間

Q 1あなたはふだん（学校がある日）、次のことを、１日にどれくらいの時間やっていますか。

図１－４　学校の宿題をする時間

平均時間

35.2分

41.2分

34.9分

40.5分

37.8分

45.5分

33.5分

39.6分

40.3分

44.1分

43.3分

49.4分

41.8分

48.1分

36.1分

0

小５生

小６生

中１生

中２生

中３生

高１生

 高２生

高３生

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2013年

25.5 0.8

２時間
 １時間

39.4

30分

18.4

15分

9.0

10分

３時間以上
５分
しない

0.32.8
32.941.013.25.2 1.0

0.83.9

26.735.417.610.2 1.0
0.32.8

30.538.613.37.0 1.9
0.9

無回答・不明

（%）

0.9 2.8

0.4 1.7

4.4

23.630.911.79.14.913.2 1.3
0.5

4.7

28.931.711.57.18.3 1.3
1.0

1.9

3.7
6.3

28.029.711.95.713.0 1.1
2.1

6.7

1.6
32.532.38.76.09.2 0.5

1.3
7.9

2.2
28.424.27.25.318.6 1.210.3

2.9
31.524.66.95.512.1 1.8

2.2

2.7
12.5

2.7
27.322.86.54.722.8 1.8

2.2
9.2

1.8
23.622.85.34.929.1 2.4

2.4
7.7

2.8
31.723.95.117.6 1.0

2.92.8
12.3

25.732.213.09.27.9 1.2
0.73.6

6.6

33.631.910.46.45.1 1.2
2.01.9

7.4

2.0 3.9

0.9 2.6

注１　「３時間以上」は、「３時間」～「４時間より多い」の％。
注２　平均時間は、「しない」を０分、「４時間」を240分、「４時間より多い」を300分のように置き換えて、無回答・不明を除いて算出した。
注３　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外。
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基本的な生活時間1

学校の宿題以外の勉強に取り組む時間の平均は、第１回調査と比較すると中・高校生で増えている。また、
学年による違いが大きく、受験直前の学年である中３生は98.8分、高３生は107.8分と長い。しかし、高１・２
生は「しない」という回答が３割を超えている。

▶宿題以外の勉強に取り組む時間は、中・高校生で増加した。
❸ 宿題以外の勉強の時間

図１－５　学校の宿題以外の勉強をする時間

Q あなたはふだん（学校がある日）、次のことを、１日にどれくらいの時間やっていますか。

平均時間

32.1分

28.5分

40.5分

39.5分

40.9分

46.8分

44.8分

44.9分

92.5分

98.8分

31.9分

35.9分

36.7分

44.3分

107.8分

0

小５生

小６生

中１生

中２生

中３生

高１生

 高２生

高３生

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

2013年

13.9 5.4 1.3

２時間
 １時間

26.2

30分

12.6

15分

8.4

10分

25.6

しない

３時間以上
５分

3.0
12.3 4.815.78.0 25.34.026.5 1.4

1.9

18.1 5.5 5.225.18.0 12.220.9 1.3

16.213.97.04.8 24.221.0 2.3

無回答・不明

（%）

3.7

3.7
5.55.2

24.520.58.35.221.4 1.4
3.5

12.3

22.924.07.93.921.3 1.3
3.22.6

3.0
12.9

23.725.513.24.39.5 1.0
1.60.9

1.0

20.4

25.923.011.210.2 0.9
3.21.9

22.8

2.2
21.916.44.741.6 0.96.8

3.0
20.518.95.7

3.9

36.3 1.3
3.9

8.6

17.415.842.6 1.69.2 4.5

34.012.69.77.529.7 1.8

23.913.836.0

3.4

1.2
3.41.0

1.6
2.01.0

12.8 4.5

27.224.49.54.619.9 1.3
2.02.1

9.1

26.623.89.24.317.4 1.0
3.62.1

11.9

1.8

3.12.1

3.52.0

注１　「３時間以上」は、「３時間」～「４時間より多い」の％。
注２　平均時間は、「しない」を０分、「４時間」を240分、「４時間より多い」を300分のように置き換えて、無回答・不明を除いて算出した。
注３　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外。
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平日、習い事や部活動以外に外遊びやスポーツをしている子どもは、小学生では約７割いるが、中学生は約
３割、高校生は２割弱にとどまる。第１回調査と比較してみると、その割合は減少している。また性別でみる
と、女子のほうが男子に比べて「しない」の割合が高い。

▶平日の外遊び・スポーツの時間は、すべての学校段階で減少した。
❹ 外での遊び・スポーツの時間

基
本
的
な
生
活
時
間

Q 1あなたはふだん（学校がある日）、次のことを、１日にどれくらいの時間やっていますか。

図１－６　外での遊び・スポーツの時間

注１　「外での遊び・スポーツの時間」には、習い事・部活動の時間は含まれていない（図１－６、７）。
注２　「30分以下」は、「５分」～「30分」の％、「３時間以上」は、「３時間」～「４時間より多い」の％（図１－６、７）。
注３　�平均時間は、「しない」を０分、「４時間」を240分、「４時間より多い」を300分のように置き換えて、無回答・不明を除いて算出した（図１－６、

７）。

平均時間

44.8分

40.7分

19.4分

17.1分

12.3分

10.8分

0 20 40 60 80 100

小学生

中学生

高校生
（1・2年生）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

11.5 4.9 1.0

3時間以上
 ２時間

21.8

１時間

33.5

30分以下

27.3

しない

21.6 9.5 4.234.129.7 0.9

17.7 6.2 4.567.7 0.9
3.0

16.970.4 1.1
2.83.4

2.12.3

1.73.8

無回答・不明

（%）

5.4

9.580.5 1.24.4

2.5

7.983.1 0.9

図１－７　外での遊び・スポーツの時間（性別）

平均時間
2008年
53.5分50.2分

26.0分23.2分

15.3分13.2分

36.7分32.2分

13.9分11.9分

9.4分8.6分

2013年

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生
（1・2年生）

男子

女子

男子

女子

男子

女子

13.0 5.1 1.2

3時間以上
 ２時間

25.5

１時間

33.1

30分以下

22.2

しない

18.1 6.435.136.4 0.7

22.3 7.2 4.04.061.4 1.2

3.3

12.578.0 1.0
2.02.5

1.83.7

1.63.1

無回答・不明

（%）

4.0

10.378.6 1.24.5

1.6

5.887.2 0.7
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基本的な生活時間1

第１回調査と比較すると、母親とすごす時間の平均はすべての学校段階で増加しているが、父親とすごす時
間にはあまり変化がみられない。祖父母とすごす時間は「ほとんどない」「いない・一緒に暮らしていない」が
すべての学校段階で増えた。友だちとすごす時間の平均は中・高校生で減少した。

▶中・高校生で、友だちとすごす時間が減少している。
❺ 人とすごす時間

図１－８　人とすごす時間

Q あなたはふだん（学校がある日）、次の人と１日にどれくらいの時間をすごしていますか。

平均時間

243.8分
246.9分
191.9分
195.6分
149.4分
154.5分

0 20 40 60 80 100

小学生

中学生

高校生
（1・2年生）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

82.5 2.2
0.9

0.8

1.6

0.5 2.1
1.2
1.3
1.4
0.943.4

45.5

83.9
62.3
63.714.1

19.2
18.6

10.9 14.9
11.1

18.6
17.5

8.03.5
7.8
7.3
13.2
10.2 2.3

いない・一緒に暮らしていない３時間以上２時間１時間
7.44.4

30分以下
ほとんどない

無回答・不明
（%）

0.4 2.2

1.1

0.9 1.4

2.3

3.0

2.4

2.8

注１　「人とすごす時間」には、学校の授業の時間や睡眠時間は含まれていない。
注２　�「30分以下」は「15分」「30分」の％、「３時間以上」は「３時間」〜「４時間より多い」の％。
注３　�平均時間は、「ほとんどない」を０分、「４時間」を240分、「４時間より多い」を300分のように置き換えて、「いない・一緒に暮らしていない」…

と無回答・不明を除いて算出した。

平均時間

96.8分
86.5分
79.7分
65.5分
51.8分
46.6分

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生
（1・2年生）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

46.3 3.3
2.3
2.4
2.4
2.4

48.1
47.5
50.6
47.6
48.1

13.13.7
11.2

5.8
5.2

5.0
6.2 4.1

9.04.33.0
5.7 4.3
5.1 3.6

6.3
10.8
7.9
13.3
9.8

21.5
17.7
22.9
20.9
24.6 3.7

いない・一緒に暮らしていない
15.0

３時間以上
3.9

２時間

5.5

１時間

7.6

30分以下

18.5
ほとんどない

無回答・不明

（%）

平均時間

111.9分
114.4分
148.2分
141.9分
160.9分
157.3分

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生
（1・2年生）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

3.2
1.7
3.0
3.0
2.5

25.3
42.4
39.9

47.6
45.9

20.126.5
13.616.2
13.016.0

16.5 14.0
15.6 13.8 4.1

12.5
10.4
11.4

9.5
8.7

13.9
14.4
16.7

9.9
12.0

23.9
３時間以上

21.1

２時間

27.2

１時間

11.4

30分以下

13.1

ほとんどない
無回答・不明

（%）

お母さん

祖父母

友だち

平均時間

113.2分
113.2分
99.6分
97.8分
78.6分
78.3分

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生
（1・2年生）

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

30.0 8.8 2.3
9.7 1.1
11.4 1.6
12.4 1.7
12.6 1.2
13.3

29.7
23.8
22.9
16.3
15.9

15.0
12.9
12.5

12.7
11.2

15.2
16.2
15.8

15.4
16.7

17.7
20.8
21.4

25.1
23.0

11.5
13.4
13.3
16.8
17.3 2.7

いない・一緒に暮らしていない
 ３時間以上

14.5
 ２時間

14.5
 １時間

18.5
30分以下

11.3
 ほとんどない

無回答・不明

（%）

お父さん
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メディア利用の平均時間をみると、高１生で「スマートフォンを使う」が大幅に増えて、「テレビやＤＶＤを見
る」を逆転している。また、「携帯電話を使う」「音楽を聴く」の平均時間は、学年が上がるにつれて長くなる傾
向がある。

▶中・高校生になると携帯電話・スマートフォンや音楽の時間が増える。
❻ メディアの時間

基
本
的
な
生
活
時
間

Q 1あなたはふだん（学校がある日）、次のことを、１日にどれくらいの時間やっていますか。

図１－９　メディアの利用時間（2013年　平均時間）

注　平均時間は、「しない」を０分、「４時間」を240分、「４時間より多い」を300分のように置き換えて、無回答・不明を除いて算出した。

20

40

60

80

100

高 3生高２生高１生中３生中２生中１生小６生小５生
0

20

40

60

80

100

×
×××××××

15.5

×

×
×

×
×

××
×

94.9

9.3
8.5

（分）
98.0

88.8

95.0

88.2

77.1

81.5
78.7

75.1
73.1

57.7

39.7

52.8

19.9

6.6

2.7

48.2

35.0

31.8

18.0

64.6

48.2

16.2

39.0

32.6

35.9

18.2

28.8

22.4

43.0

22.7

17.4

41.5

15.9

19.4

16.1

13.8

7.0

2.0

6.3

4.3
2.72.22.4

10.4

12.9
11.9

5.12.3
5.0
3.9
2.5
1.7

7.0
6.8

20.6
　20.0

14.8

23.0

13.2

27.2

33.1

　　16.4
　15.6
14.2

テレビやDVDを見る

スマートフォンを使う

音楽を聴く

携帯電話を使う

テレビゲームや
携帯ゲーム機で遊ぶ
パソコンを使う

本を読む
マンガや雑誌を読む

タブレット型端末を使う
（iPadなど）
新聞を読む

16.2
19.8

19.6

21.4

31.3

31.6

32.7
27.8

14.7
12.7 13.0

14.4



10

基本的な生活時間1

第１回調査と比較すると、「携帯電話を使う」と「スマートフォンを使う」の合計時間は、小６生で約７分、中２
生で約16分、高１生では約42分増加した。一方で「テレビやDVDを見る」は小６生で14分、中２生で約22
分、高１生で約17分減少している。

▶テレビやDVDを見る時間や、マンガ・雑誌・新聞・本を読む時間が減少した。

表１－１　メディアの利用時間（平均時間）

Q あなたはふだん（学校がある日）、次のことを、１日にどれくらいの時間やっていますか。

注１　平均時間は、「しない」を０分、「４時間」を240分、「４時間より多い」を300分のように置き換えて、無回答・不明を除いて算出した。
注２　�第１回調査（2008年）では「携帯電話を使う」、今回調査（2013年）では「携帯電話を使う」「スマートフォンを使う」と分けてたずねており、経年比

較のため、「携帯電話を使う」と「スマートフォンを使う」を合算している。
注３　�第１回調査（2008年）では「パソコンを使う」、今回調査（2013年）では「パソコンを使う」「タブレット型端末を使う（iPadなど）」と分けてたずねて

おり、経年比較のため、「パソコンを使う」と「タブレット型端末を使う（iPadなど）」を合算している。
注４　�第１回調査（2008年）と今回調査（2013年）で＋５分以上差があるものに赤いアミカケを、−５分以上差があるものに青いアミカケをした。
注５　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外。

小５生 小6生 中1生 中２生 中3生 高１生 高2生 高3生

テレビやＤＶＤを見る
2008年

2013年

103.0 
∨

94.9 

112.0 
∨

98.0 

112.6 
∨

88.8 

117.4 
∨

95.0 

104.3 
∨

88.2 

93.8 
∨

77.1 

96.2 
∨

78.7 

―

73.1 

テレビゲームや携帯ゲーム機で遊ぶ
2008年

2013年

35.7 
∧

41.5 

36.5 
∧

43.0 

35.7 
∧

35.9 

36.0 
∧

39.0 

32.1 
∨

31.6 

29.8 
∧

35.0 

33.0 
∧

33.1 

―

27.8 

携帯電話を使う＋スマートフォンを使う
2008年

2013年

1.9 
∧
6.3 

5.1 
∧

11.8 

17.2 
∧

25.5 

28.1 
∧

43.9 

37.8 
∧

52.4 

71.1 
∧

112.8 

76.0 
∧

108.1 

―

103.6 

パソコンを使う＋タブレット型端末を使う
（iPadなど）

2008年

2013年

9.7 
∧

14.2 

16.3 
∧

19.0 

20.5 
∧

27.1 

31.1 
∧

35.1 

31.9 
∧

36.6 

25.5 
∨

24.7 

28.5 
∨

26.3 

―

33.0 

音楽を聴く
2008年

2013年

6.9 
∧
8.5 

12.5 
∧

16.1 

25.0 
∨

22.4 

35.3 
∨

32.6 

47.5 
∧

48.2 

51.9 
∨

48.2 

56.7 
∨

52.8 

―

57.7 

マンガや雑誌を読む
2008年

2013年

19.5 
∨

15.9 

21.6 
∨

19.4 

23.3 
∨

16.4 

23.7 
∨

19.8 

22.9 
∨

16.2 

20.7 
∨

14.7 

23.0 
∨

13.2 

―

13.0 

新聞を読む
2008年

2013年

2.2 
∨
1.7 

3.3 
∨
2.3 

3.0 
∨
2.4 

4.0 
∨
2.2 

5.7 
∨
2.7 

3.8 
∨
2.0 

4.2 
∨
2.7 

―

4.3 

本を読む
2008年

2013年

19.4 
∨

17.4 

21.2 
∧

22.7 

20.7 
∨

18.2 

21.6 
∨

20.0 

22.2 
∨

19.6 

16.7 
∨

15.5 

18.7 
∨

12.7 

―

14.4 

（分）
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デジタル端末の用途をみると、小学生では「ゲームをする」「インターネット検索をする」「動画サイトを見る」
といったコンテンツ利用が多く、中・高校生になると「メール・チャットをする」「ＳＮＳをする」といったコミュニ
ケーション利用が増える。

▶中学生の25％、高校生の75％が自分専用のスマートフォンを使用している。
❼ デジタル端末の使用状況、用途

基
本
的
な
生
活
時
間

Q 1あなたはふだん、家で次のようなものを使っていますか。

図１－10　デジタル端末の使用状況（2013年）

小学生

中学生

高校生

0 20 40 60 80 100

23.69.465.1 1.8

27.46.664.0 2.0

25.868.9 3.6
1.6

自分専用のものを使っている
家族と一緒に使っている

自分は使っていない

無回答・不明

（%）

注１　高校生は高１～３生（図１－10、11）。
注２　複数回答。SNSとはソーシャル・ネットワーキング・サービスの略（図１－11）。

小学生

中学生

高校生

0 20 40 60 80 100 120

34.7 1.8

63.8 6.627.9 1.7

65.3 14.817.8 2.2

2.5
60.9

（%）

小学生

中学生

高校生

0 20 40 60 80 100 120

14.77.875.4 2.1

41.852.2 1.4

56.738.2 2.4
2.7

（%）

4.7

0

20

40

60

80

100

（%）

メール・
チャット

（ＬＩＮＥなど）
をする

インター
ネット
検索を
する

音楽を
聴く

動画サイト
（YouTube
など）を
見る

写真を
撮る

電話・
テレビ電話
をする

ゲームを
する

SNS
（Twitter・
mixiなど）
をする

勉強する
（学校の
授業を
除く）

本や
マンガを
読む

その他 いずれも
使っていない

0

20

40

60

80

100 91.1

60.3

27.0

57.0
69.0
81.9

39.2

67.4
78.8

49.2
63.5
76.0

32.5

50.0

70.8

33.3
41.4

63.2
56.0
52.7
55.3

1.3

15.7

47.5

18.0
22.2
23.8

9.2

14.6
16.3

1.62.12.0
15.6
6.7
0.5

小学生
中学生
高校生

小学生

中学生

高校生

0 20 40 60 80 100 120

22.670.2 1.8

24.910.263.3 1.5

75.122.4 1.4
1.2

（%）

5.4

小学生

中学生

高校生

0 20 40 60 80 100

80.8 2.2

14.1 8.175.7 2.1

83.8 9.1 3.0

2.0
14.9

（%）

4.1

図１－11　デジタル端末の用途（2013年）

携帯電話

パソコン

携帯型音楽プレイヤー（iPod touchなど）

スマートフォン

タブレット型端末（iPadなど）

Q あなたは、携帯電話・スマートフォン、パソコン、タブレット型端末、携帯型音楽プレイヤーの
いずれかを使って、次のようなことをしていますか。
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習い事に行っている割合は学年が上がるにつれて低下し、高校生では２割以下になる。小・中学生の習い事
は「スポーツ」がトップで、小学生52.7％、中学生16.2％が行っている。第１回調査と比較しても、大きな変
化はみられない。

▶小学生の８割、中学生の４割が習い事に行っている。
❶ 習い事の時間

Q あなたは今、習い事や学校外のクラブに行っていますか（学習塾や予備校は除きます）。

小・中・高校生の特徴的な生活時間2

小５生

小６生

中１生

中２生

中３生

高１生

高２生

高３生

2008年

82.2

76.6

44.7

31.2

24.1

19.1

40.7

0 20 40 60 80 100

（%）
0 20 40 60 80 100

83.1

76.7

47.3

43.4

33.0

20.2

18.6

13.8

高校生
17.6

中学生
41.3

小学生
80.0

注１　習い事や学校外のクラブに「行っている」の％（図２－１）。
注２　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外（図２−１）。
注３　複数回答。習い事や学校外のクラブに「行っていない」と回答した人も含めた全員を母数にしている（図２－２）。

Q あなたが行っているものすべてに○をつけてください。

スポーツ

楽器・音楽

習字・こう筆

英語・英会話

そろばん

その他

スポーツ

楽器・音楽

習字・こう筆

英語・英会話

そろばん

その他

0 10 20 30 40 50 60

小学生

中学生

0 10 20 30 40 50 60
（%）

52.7
50.7

22.7
26.5

19.8

19.7
18.4
18.2

8.6
7.8

7.1
7.5

16.2
14.3

13.2
13.3

9.9

8.3
8.0
8.5

1.2
1.1

3.8
2.6 2008年

2013年

2008年
2013年

図２－１　習い事に行っている比率

図２－２　習い事の種類
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中３生の64.2％が通塾している。そのうち６割強が週３回以上学習塾に行っており、第１回調査と比較する
と、その割合は増加している。一方で、中１・２生は週２回以上通塾する割合が減少し、週１回通塾する割合
が増加している。

▶小・中学生の通塾率は学年が上がるにつれて増加する。
❷ 学習塾の時間

Q あなたは今、学習塾や予備校に行っていますか。

小
・
中
・
高
校
生
の
特
徴
的
な
生
活
時
間

2
小５生

小６生

中１生

中２生

中３生

高１生

高２生

高３生

2008年

32.3

39.8

39.7

63.0

16.6

19.0

47.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

（%）
0 20 40 60 80 100

31.8

38.7

39.8

47.6

64.2

16.9

23.5

31.4

高校生
23.7

中学生
50.5

小学生
35.1

Q 学習塾や予備校には、１週間に何回くらい行っていますか。

小５生

小６生

中１生

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

中２生

中３生

高１生

2008年

2013年

2008年

2013年

2008年

2013年

高２生

高３生

2008年

2013年

2013年

0 20 40 60 80 100 120

２回１回 ３回 4回

1.638.311.314.522.611.7

無回答・不明5回以上
（%）

49.2
0.8

21.7 13.4 6.6 8.3

9.412.346.916.1 9.8 5.6

1.6

0.7

0.0

2.0
3.317.354.417.3 5.6

2.2
25.945.717.6 5.0 3.6

16.430.124.49.5 18.1

15.238.631.7 7.6 6.2

20.132.430.7 3.9 12.8

2.1
13.955.915.5 8.1 4.6

2.6

2.6

1.2

1.4

1.3

1.8

12.58.511.548.716.1

1.0
54.714.4 24.5 2.8

1.1
48.013.3 30.3 6.2

17.833.225.99.7 12.2

2.5
37.638.2 15.3 5.1

16.938.027.7 5.4 10.2

注１　学習塾や予備校に「行っている」の％（図２－３）。
注２　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外（図２－３、４）。
注３　学習塾や予備校に「行っている」と回答した人を母数にしている（図２－４）。
注４　「５回以上」は「５回」〜「７回以上」の％（図２－４）。

図２－３　通塾率

図２－４　１週間の通塾回数
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小・中・高校生の特徴的な生活時間2

部活動の加入率は、受験直前の学年である中３生、高３生を除くと、中１～２年生は９割前後、高１～２年生で
７割台と高い。第１回調査と比較すると、高2生の加入率が増加しているが、その他の学年ではあまり変化がみ
られない。

▶部活動の加入率は中１・２生で９割、高１・２生で７割。
❸ 部活動の時間

Q あなたは部活動に入っていますか。

中１生

中２生

中３生

高１生

高２生

高３生

2008年

91.8

28.3

75.6

67.4

89.7

0 20 40 60 80 100

（%）
0 20 40 60 80 100

91.4

89.9

28.3

77.2

73.9

23.4

高校生
58.5

中学生
69.7

Q あなたはどんな部活動に入っていますか。

0 20 40 60 80 100 120

中１生
2008年

2013年

中２生
2008年

2013年

中３生

高１生

2008年

2013年

2008年

2013年

高２生

高３生

2008年

2013年

2013年

0.475.224.0
0.4
1.273.824.7
0.4
0.871.327.3
0.7
1.071.227.1
0.7
1.561.535.8
1.2

1.9
2.255.440.4

1.165.831.8

2.760.735.0

0.567.431.1

1.462.634.9

2.743.850.8

運動部に入っている
文化部と運動部両方に入っている文化部に入っている （%）

無回答・不明

1.3

1.0

1.5

1.1

2.7

注１　部活動に「入っている」の％（図２－５）。
注２　中・高校生のみにたずねた（図２－５、６）。
注３　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外（図２−５、６）。
注４　部活動に「入っている」と回答した人のみを母数にしている（図２－６）。

図２－５　部活動の加入率

図２－６　部活動の種類
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土曜日の通学回数は、小学生の７～８割が「ない」と回答しているが、中１・２生、高１・２生では約７割が通学
している。その理由と回数をみると、中学生の約６割、高校生の約４割が「部活動の練習や試合」で月「４回
以上」通学していると回答している。

▶中・高校生の多くは部活動で土曜日に学校に行っている。
❹ 土曜日のすごし方

Q あなたは、月に何回くらい土曜日に学校に行っていますか。

0 20 40 60 80 100 120

小５生

小６生

中１生

中２生

中３生

高１生

高２生

高３生

４回以上

１回ない
無回答・不明３回
（%）

1.82.4
8.5 3.9 3.6

２回

1.62.8
3.99.7

79.8

74.6 7.3

49.013.95.94.324.2 2.6

46.813.46.04.526.7 2.6

2.02.7
7.56.976.7 4.2

44.510.211.35.626.0 2.5

46.310.411.45.924.1 2.0

20.69.713.04.448.8 3.4

Q 土曜日の学校で、次のようなことは月に何回くらいありますか。

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生

１回ない
無回答・不明４回以上

（%）
40.6 15.93.18.9 5.0

２回 ３回

2.5
8.410.4 3.9

26.4

52.2 22.6

18.9 12.919.59.1 8.431.3

0 20 40 60 80 100 120

小学生

中学生

高校生

１回ない
無回答・不明

（%）
9.1 7.78.74.6

２回 ３回
20.2
４回以上

3.459.8

49.8

9.6 3.7 6.7 16.9

41.5 9.06.93.7 4.234.6

Q あなたは、土曜日に学校の授業があったほうがいいと思いますか。

0 20 40 60 80 100

小学生

中学生

高校生

すべての土曜日を休みにするのがいい
無回答・不明

すべての土曜日に学校の授業があるのがいい

（%）
4.526.1

月に2回くらい、土曜日に学校の授業があるのがいい

2.0

22.9

67.3

70.0 5.1

28.0 8.361.1

1.9

2.6

注１　土曜日の通学回数を「１回」〜「４回以上」と回答した人のみを母数にしている（図２－８）。
注２　高校生は高１～３生（図２－８、９）。

小
・
中
・
高
校
生
の
特
徴
的
な
生
活
時
間

2図２－７　土曜日に通学している回数（１か月あたり　2013年）

図２－８　土曜日に通学する理由とその回数（１か月あたり　2013年）
クラス全員で授業を受けること

部活動の練習や試合

図２－９　土曜授業に対する意識（2013年）

＜小学生は、クラブ活動の練習や試合＞
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第１回調査と比較すると、「映画館に映画を観に行く」「スポーツを観に行く」「地域の行事に参加する」など、
さまざまな体験活動への参加は、どの学校段階でも平均回数が減少している。また、「ボランティア活動」へ
の平均参加回数は１年間に１回以下である。

▶体験的な活動に費やされる時間は減少傾向にある。
❺ １年間にすること

図２－１０　１年間にすること（平均回数）

Q あなたは、１年間に、次のことを何回くらいしますか。

小・中・高校生の特徴的な生活時間2

映画館に映画を観に行く

2008年 2013年
0

2

4

6

1

3

5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

2.5（●）
2.1（■）
1.9（▲）

（回）

2.9

2.3
2.7

2.8
2.2

2.2

注１　�平均回数は、「ほとんどしない」を０回、「３～４回」を3.5回、「５～９回」を７回、「10回以上」を12回のように置き換えて、無回答・不明を除いて
算出した。

注２　第１回調査（2008年）では「１年間に何日しますか（日数）」とたずねている。

美術館や博物館に行く

2008年 2013年
0

2
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6

1
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5

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0
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0.9 0.7

0.4
0.5

0.3
0.4

地域の行事に参加する（夏祭りなど）

2008年 2013年
0

2

4
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1
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5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

3.8

3.0

1.9

1.2

2.6

1.7

（回）

スポ―ツを観に行く

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5（●）
2.1（■）
1.9（▲）

2008年 2013年
0

2

4
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1
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5

（回）

1.6
1.1

小学生
中学生
高校生（１・２年生）

1.1
1.2

0.8
0.8

ボランティア活動に参加する

2008年 2013年
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5
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6

7
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0.7
0.7 0.6

0.5
0.40.5

家で季節の行事をする（クリスマス、節分など）

2008年 2013年
0

2
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1
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5

3

4

5

6

5.2

4.4

3.6
4.1

3.0
3.6

（回）
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生活習慣面では「規則正しい生活をしている」に「あてはまる」（とても＋わりと）という回答が、すべての学校
段階で増加傾向にある。意識面では「時間をむだに使っていると感じる」がすべての学校段階で半数を超え
る一方で、「もっとゆっくりすごしたい」という回答も７割を超える。

▶小学生でも半数以上が「時間をむだに使っている」と感じている。
❶ 時間のすごし方

Q あなた自身について、次のことはどれくらいあてはまりますか。

図３－１　時間のすごし方

時間に関する意識3

時
間
に
関
す
る
意
識

32008年

73.2
63.6
59.3

43.5
48.1
57.1

54.3
51.5
53.0

44.1
34.6
29.7

54.4
47.1

89.1
81.5
76.0

83.1
84.5
85.0

68.9
81.0
80.6

61.5
59.2
60.8

46.5
63.6
69.4

時
間
に
関
す
る
意
識・行
動

生
活
習
慣

学
習

規則正しい生活をしている

朝は自分で起きる

人に言われなくても自分から勉強する

計画的に勉強をする

定期テストはしっかり準備する

毎日が楽しい

約束の時間を守るほうだ

もっとゆっくりすごしたい

思いついたらすぐ行動に移すほうだ

時間をむだに使っていると感じる

好きなことをする時間がもっとほしい

0 20 40 60 80 100
（%）

75.3
68.4

64.3 ★

48.7 ★
49.5
52.6

59.0
55.2
53.5

45.0
39.5

33.7

62.0 ★
53.8 ★

小学生 中学生 高校生（１・２年生）

86.6
81.6

78.2

78.8
83.5
84.0

74.2 ★
85.1
84.7

58.4
59.8
57.3

50.3
63.2
68.1

80.5
86.3
84.9

注１　「とてもあてはまる」＋「わりとあてはまる」の％。
注２　「定期テストはしっかり準備する」は、小学生にはたずねていない。
注３　「好きなことをする時間がもっとほしい」は第１回調査（2008年）ではたずねていない。
注４　第１回調査（2008年）と今回調査（2013年）で５ポイント以上増加したものには★をつけた。
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時間に関する意識3

時間の使い方についての自己評価の平均点数は学校段階が上がるほど下がる。学年別にみると、小６生
（66.6点）から中１生（58.3点）の変化がもっとも大きい。また、第１回調査と比較すると、すべての学年で自
己評価の平均点数が減少傾向にある。

▶時間の使い方の自己評価は、小学生66点、中学生57点、高校生53点。
❷ 時間の使い方の点数（自己評価）

Q あなたの日ごろの時間の使い方は、100点満点で、だいたい何点くらいだと思いますか。

0
10
20
30
40
50
60
70
80

（点）

68.666.0 68.466.6
60.3 58.3 58.656.9 55.7 55.1

2008年
2013年

0

10

20

30

40

50

60

70

80

54.852.6 53.3 52.0
55.3

小５生 小６生 中１生 中２生 中３生 高１生 高２生 高３生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（点）

1.7
2.4
2.1

1.2
2.8

4.1
7.6

9.2

2.6

10.2

13.7

5.4

20.7

18.3

14.0

19.9

15.6

22.9

20.0

15.8

23.3

11.9

8.4
9.3

2.7 2.5
2.1

小学生中学生

0

5

10

15

20

25

30

5

10

15

20

25

（%）

高校生

0.6
1.5 0.9

19.5

2.2
2.0

注１　平均点数は、無回答・不明を除いて算出した（図３－２）。
注２　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外（図３－２）。
注３　無回答・不明は省略している（図３－３）。
注４　高校生は高１〜３生（図３－３）。

図３－２　時間の使い方の点数（平均点数）

図３－３　時間の使い方の点数（2013年）
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小学生が１日のうちで「１番好き」と回答した時間は、下校し帰宅する「16時」。ついで食事や宿題が終わる
「20時」だった。また、中・高校生は好きな時間が夜から深夜に集中する傾向がみられ、中学生は「21時」「22
時」、高校生は「22時」「23時」の選択率が高い。

▶学校段階が上がるにつれて、｢夜（深夜）｣の時間帯が「好き｣な割合が高くなる。
❸ もっとも好きな時間

Q ふだん（学校がある日）、あなたが１日のうちで、１番好きな時間は何時ごろですか。
また、なぜその時間が好きですか。

時
間
に
関
す
る
意
識

3

注１　無回答・不明は省略している。
注２　選択された割合が10％以上の時間に濃いアミカケ、５％〜10％未満の時間に薄いアミカケ、３％〜５％未満の時間にごく薄いアミカケをした。

表３－１　もっとも好きな時間（2013年） （％）

小５生 小６生 中１生 中２生 中３生 高１生 高２生 高３生

０時 1.0 0.9 3.4 2.3 4.4 4.6 5.9 8.7 

１時 0.5 0.2 0.5 0.7 1.5 1.5 2.6 4.0 

２時 0.2 0.1 0.9 0.4 1.9 1.2 2.5 2.0 

３時 0.2 0.1 0.4 0.8 1.3 1.1 0.5 0.5 

４時 0.0 0.5 0.2 0.2 0.4 0.5 0.1 0.1 

５時 0.7 0.8 0.6 0.4 1.0 0.6 0.0 0.3 

６時 0.7 0.9 1.1 0.8 1.1 0.7 0.8 1.4 

７時 1.6 1.6 1.4 1.7 1.4 1.6 0.5 1.4 

８時 2.2 3.2 1.5 1.4 1.2 0.9 2.1 1.0 

９時 1.0 0.9 0.8 0.3 0.5 0.2 0.3 0.6 

10時 4.3 2.8 0.8 0.7 0.8 0.2 0.7 0.6 

11時 0.4 0.6 0.0 0.1 0.3 0.8 0.4 0.5 

12時 6.7 8.2 6.8 5.4 5.7 6.1 4.5 4.7 

13時 8.9 5.9 5.9 5.9 6.6 3.7 3.8 3.4 

14時 0.4 1.0 0.4 0.5 0.9 0.1 0.0 1.0 

15時 4.1 4.0 1.7 0.9 2.0 1.1 1.2 0.9 

16時 12.5 12.0 7.9 8.8 8.7 5.4 4.6 5.8 

17時 7.5 7.4 7.8 6.0 6.2 4.7 4.2 3.8 

18時 5.4 4.6 6.5 6.9 5.3 5.7 4.6 4.3 

19時 11.3 10.1 9.4 7.9 7.2 7.6 6.6 4.4 

20時 11.2 12.0 8.4 9.5 5.7 10.2 10.9 7.7 

21時 8.4 10.8 11.3 14.2 8.4 12.6 11.5 9.5 

22時 4.2 5.5 11.2 12.1 12.1 11.8 14.3 13.3 

23時 1.5 2.4 7.2 8.7 11.5 11.9 12.2 13.8 
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表３−２　その時間が好きな理由（自由記述）

小学生 中学生 高校生

朝～午前

５時ぐらいに空を見たら、まだ、
日がのぼっていなくて、とてもキ
レイな空が見られるから。
（５時　５年生女子）

朝、学校に行って、友だちに会え
て、一日の始まりってかんじで、
ワクワクするから。
（７時　６年生女子）

ふとんに入っていて、起きている
のと寝ているのとの境界線をさま
よっているのが好き。
（６時　１年生女子）

友達や先生に朝一番に会って、
「おはよう。」とあいさつし合う
時が好き。今日も１日がんばる
ぞ！ってなる。
（８時　３年生女子）

早起きできたという喜びと、家の
中が静かで、起きてすっきりして
いるから勉強がはかどる。
（５時　１年生女子）

朝練が出来て、先生に練習を見て
いただけるから。自分が人より多
く練習していると自信を持てるか
ら。
（７時　１年生女子）

昼～午後

とてもおなかが空いていて給食が
おいしく食べられるから。
（12時　６年生男子）

給食の時間は授業や部活に明け暮
れるなかで、唯一、ホッとできる
時間だから。
（12時　２年生男子）

友達と昼食を食べながら共通の話
題で盛り上がり、テンションが上
がる。空腹も満たされて、ストレ
スが解消される。
（12時　２年生女子）

放課後

「学校がおわったー」というかん
じになるから。
（15時　６年生男子）

やっと、お母さんが、仕事から、
帰ってくるし、やっと、おしゃべ
りできるから。
（17時　５年生女子）

先パイと一緒に部活ができるか
ら、話せるから。一緒に居て、う
れしくて、楽しいから。来年はも
う、一緒に居られないから。
（16時　１年生女子）

部活が終わって友達や彼氏と帰れ
る、とっておきの時間だから。
（18時　２年生女子）

学校から帰ってきて、その後しば
らく自分の時間を持っているとい
う希望があるから。
（16時　２年生男子）

学校からの帰宅途中に今日の出来
事や明日の出来事や今の自分に足
りないところなど頭の中で整理が
できる時間だから。
（18時　１年生男子）

夕食
～食後・入浴

お母さんと楽しくお話しながらテ
レビを見ているのが好きだからで
す。
（19時　６年生女子）

ゲームがいっぱいできるから。ま
んがもいっぱい読めるから。
（19時　５年生男子）

８時ごろはともだちがみんなLINE
をしていて、LINEでおはなしがで
きるから。
（20時　２年生女子）

おふろに入りながらさまざまなこ
とを考え、反省することができる
から。
（21時　１年生女子）

１日が終わる感じがするから。そ
して、ふっと気が抜けて、次の日
の心構えができるから。
（20時　２年生女子）

食後ゆっくりできる。自分だけの
時間なのでペットの世話をしたり
くつろいだりしてすごす。
（20時　３年生男子）

夜〜深夜

ねる前に自分の好きな本を読める
から。
（21時　６年生男子）

ふとんに入って、「あー今日は、
楽しかった～」とか１日がおわっ
てなんにもわるいことがなかった
日は、今日はいい１日だったとあ
んしんできるから。
（21時　５年生女子）

ベランダに出て星や月（空）を見
るのが好きだから。
（22時　６年生女子）

勉強している時、いい感じの集中
力がでてきて、勉強に集中できる
し、その集中している時のスカッ
とした感じが好きだから。
（21時　３年生女子）

塾や習い事が終わって家に帰って
家族と少し話せるから。
（22時　２年生男子）

寝る事が今は一番幸せです。クラ
ブ、学校、塾といそがしいのでこ
れから寝ると思うと幸せです。
（０時　１年生男子）

自分のためだけに使える時間だか
ら。好きな勉強ができるから。
（22時　３年生男子）

寝る前に布団に入り、ゆっくり考
え事をしたり、本を読んだり、音
楽を聞いたり、好きな事ができる
から。
（０時　１年生女子）

深夜でテンションがあがってい
て、友達とツイッターやラインで
もり上がるから。
（０時　２年生女子）

時間に関する意識3

注　自由記述のなかから特徴的なものを選んで掲載した。
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「忙しい」と回答する子どもは小学生51.2％、中学生64.8％、高校生70.4％と学校段階が上がるほど増える
が、第１回調査と比べるととくに中・高校生で増加している。一方で、「自分に自信が持てない」はすべての学
校段階で減少しており、自分を肯定的に認識する傾向が強まっているようだ。

▶６～７割の中・高校生が「忙しい」と感じており、その割合は増加している。
❹ 心や身体の疲れ

Q あなたは次のように感じることがありますか。

図３－４　心や身体の疲れ
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小学生 中学生 高校生（１・２年生）

注１　「とても感じる」＋「わりと感じる」の％。
注２　「肩がこる」「気分が落ちこむ」「何となくさびしい」「食欲がない」は第１回調査（2008年）ではたずねていない。
注３　第１回調査（2008年）と今回調査（2013年）で５ポイント以上増加したものには★を、５ポイント以上減少したものには●をつけた。
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「自分は将来、幸せになれると思う」「将来は世界で活躍したい」を肯定する割合は第１回調査と比較して、す
べての学校段階で増加傾向にある。また「これからの世の中を良くするためにがんばりたい」と考える中・高
校生の割合も増えており、将来を前向きにとらえる傾向が強まっている。

▶「自分は将来、幸せになれると思う」子どもが増加している。
❺ 将来について

図３－５　自分の将来について思うこと

Q あなた自身について、次のことはどれくらいあてはまりますか。

時間に関する意識3
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注１　「とてもあてはまる」＋「わりとあてはまる」の％。
注２　第１回調査（2008年）と今回調査（2013年）で５ポイント以上増加したものには★をつけた。
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これからの日本社会が「良くなる」（とても＋まあ）と回答した割合は、小学生で約６割、中・高校生で約５割で
ある。第１回調査と比べると、どの学年でもその割合が増加した。日本の将来についてポジティブな予測を
する子どもが増えている。

▶５～６割の子どもが、日本社会は「良くなる」と考えている。
❻ 日本社会について

Q あなたは、これからの日本の社会が、良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

図３－６　これからの日本社会について
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注１　無回答・不明を省略しているため、数値を合計しても100％にはならない。
注２　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外。
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